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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。核。核と細胞質の間を往復する。活性化FGFR1、FGFR2、FGFR3、またはFGFR4のシグナル伝達に応答して、チロシンリン酸化および二量体化により核へ移行する。核内での恒常的な存在は、チロシンリン酸化とは無関係である。刺激がない場合、主に細胞質に存在する。白血病抑制因子（LIF）刺激により核に蓄積する。BARTとARL2からなる複合体は、STAT3の核への移行と保持に重要な役割を果たす。LYNおよびPAG1との複合体で同定される。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、STATタンパク質ファミリーのメンバーである。サイトカインや成長因子に反応して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、その後ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として作用します。このタンパク質は、インターフェロン（IFN）、EGF、IL5、IL6、HGF、LIF、BMP2など、様々なサイトカインや成長因子に反応してリン酸化され活性化されます。このタンパク質は、細胞刺激に反応して様々な遺伝子の発現を媒介し、細胞増殖やアポトーシスなど多くの細胞プロセスにおいて重要な役割を果たします。低分子量GTPaseであるRac1は、このタンパク質に結合してその活性を制御することが示されている。PIAS3タンパク質はこのタンパク質の特異的阻害剤です。この遺伝子の変異は、乳児期発症型多系統自己免疫疾患や過形成性自己免疫疾患と関連しています。
	研究分野
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をSTAT3（リン酸化Tyr705）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG（H + L）抗体を用いた。

